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ＬＲＴの運賃収受方法等の検討状況について 

 

 

１ ＬＲＴの運賃収受方法のこれまでの検討状況 

⑴ 検討の目的 

国内の軌道事業者においては，一般的に運転士がワンマン運行を行っており，運賃

支払時の乗降扉が限定されるため，運賃収受に時間を要し，速達性・定時性の低下を

招いている。特に，利用者が集中する停留場においては，乗降時間が増加し，表定速

度の低下につながっている。 

こうしたことから，乗降時間の短縮や定時性を確保するため，芳賀・宇都宮ＬＲＴ

の特徴を踏まえた運賃収受方法の検討が必要である。 

 

⑵ 芳賀・宇都宮ＬＲＴの特徴 

芳賀・宇都宮ＬＲＴは，対距離制運賃の採用，ワンマン運転での運行を計画してい

るところであり，特に，本事業の特徴として次のことが挙げられる。 

・ 国内初の新設のＬＲＴ整備 

・ 通勤・通学利用者が約９割で，ピーク時に利用が集中 

・ 快速運転の実施 

 

 芳賀・宇都宮ＬＲＴは，完全な新設の整備であり，開業前に，運賃収受方法を利用

者に十分に周知することにより，新しい方式を導入しても，確実な運賃収受が可能で

あると考えられる。 

 

⑶ 運賃収受方法の目指すべき方向性 

・ 運賃収受による停車時間の短縮を図り，速達性・定時性を向上させる。 

・ 運賃支払時の車内移動を低減することにより，利用者の利便性を高める。 

・ 車掌，駅務員などを配置しないことにより，効率性を高める。 

・ 最適な運賃収受方法を採用することにより，費用対効果を高める。 

 

⑷ 望ましい運賃収受方法 

芳賀・宇都宮ＬＲＴの特徴及び運賃収受方法の目指すべき方向性を踏まえると，次

のような方法が望ましいと考えられる。 

・ 全ての扉から乗降ができる方式とする。 

・ ＩＣカード利用を基本とし，現金や乗車券の利用は補助的な位置付けとする。 
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⑸ 実現に向けた課題 

芳賀・宇都宮ＬＲＴの運賃収受方法を実現するための課題は次のとおりである。 

・ ＩＣカード非所有者の効率的な運賃収受方法の検討が必要となる。 

・ ＩＣカード利用を基本とした対距離制運賃のため，乗車時の専用リーダー，降車

時の専用リーダーをそれぞれ設置して処理することが必要となる。 

・ 快速運転の実施に伴い追越施設を設ける停留場があるため，車両の両側での乗降

が必要となる。 

 

２ これらの課題に対する検討状況 

⑴ ＩＣカード非所有者の運賃収受方法（別紙１参照） 

全扉で乗降できるようにするため，近年新たな方式として導入されてきている「Ｑ

Ｒ乗車券」（※）について，他都市の導入事例を参考に，導入の可能性について検討を

行っているところであり，有効な手法の一つと考えられるが，運賃収受機器の導入コ

ストや維持管理費が増加するなどの課題がある。 

  ※ 従来の磁気乗車券に書き込まれている乗車駅情報などがＱＲコードとして券面に

印刷されることにより，ＩＣカードと同等の処理スピードを持つ  

 

⑵ 運賃収受機器（リーダー）などの設置 

乗車用及び降車用のためのリーダーの設置が必要であり，車両の全扉へのリーダー

の設置や停留場へのリーダーの設置など，現時点で想定される次のような運賃収受方

法について検討しているところである。 

・ 全扉両側に乗車用，降車用リーダーを設置 

・ 各扉片側に乗車用リーダー，降車用リーダーを分離して設置 

・ 停留場に乗車用リーダー，車両内に降車用リーダーを分離して設置 
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図 １ 運賃収受方法のイメージ 

（全扉両側に乗車用，降車用リーダーを設置） 

乗車時：車両内に設置した乗車用リーダーにタッチし，乗車処理

降車時：車両内に設置した降車用リーダーにタッチし，降車処理
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図 ２ 運賃収受方法のイメージ 

（各扉片側に乗車用リーダー，降車用リーダーを分離して設置） 
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乗車用リーダー（ＩＣカード＋ＱＲ乗車券）

降車用リーダー（ＩＣカード＋ＱＲ乗車券）

ＩＣカードチャージ・ＱＲ乗車券精算機

乗車券券売機（精算・チャージ機能付）

【凡例】
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図 ３ 運賃収受方法のイメージ 

（停留場に乗車用リーダー，車両内に降車用リーダーを分離して設置） 
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降車用リーダー（ＩＣカード＋ＱＲ乗車券）

乗車用リーダー（ＩＣカード＋ＱＲ乗車券）

ＩＣカードチャージ・ＱＲ乗車券精算機

乗車券券売機（精算・チャージ機能付）

【凡例】

 

 

４ 今後の取組 

ＬＲＴの運賃収受方法について，利用者の利便性や運用面の容易性，導入コストや不

正乗車対策など，ＪＲ宇都宮駅西側への延伸を視野に入れながら検討を行い，宇都宮ラ

イトレール株式会社と連携して「宇都宮式信用乗車」を目指していく。 
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５ ＬＲＴの運賃収受に関連するその他業務の検討状況 

 ⑴ 交通ＩＣカードシステムの検討状況 

  ア 市が目指す交通ＩＣカードシステム 

    宇都宮地域の交通ＩＣカードについては，ＬＲＴやバス，鉄道など公共交通間の

連携や乗り継ぎ割引，高齢者外出支援などの地域独自サービスの提供，乗降時間の

短縮による定時性・速達性の向上の観点から，「地域独自ＩＣカードシステム＋全国

相互利用カード（Ｓｕｉｃａ等）の片利用」の導入を基本とする（※）。 

   ※ 宇都宮市内を運行する乗合バス事業者３社と宇都宮ライトレール株式会社で組

織する「宇都宮ＩＣカード導入検討協議会」（平成２８年１月設置）において，「地

域独自ＩＣカードシステム＋片利用」の導入について検討することを確認 

 

  イ 検討状況 

   (ア) 地域独自ＩＣカードシステム 

サービス ○公共交通サービス 

 ・ 定期券（距離制，特定企業・学校向け） 

 ・ 割引制度（回数や曜日，時間帯，路線等に対応） 

 ・ 乗り継ぎ割引（同一事業者内，事業者間） 等 

○行政サービス等 

・ 高齢者などの移動を支援する事業のＩＣカード化 

・ その他健康増進や中心市街地活性化などにつながる活用の方策

を検討 

システム ・ バス３社及びＬＲＴが１枚のカードで利用できるシステム 

・ ＬＲＴについては，バスと乗降処理が異なる可能性があるため，

想定される運賃収受方法に対応したシステムを検討中 

   (イ) 片利用 

サービス 全国相互利用カードによる運賃支払い及びチャージ  

システム 地域独自ＩＣカードシステムと全国相互利用カードシステムの接続

について，Ｓｕｉｃａ及びＰＡＳＭＯと協議中 

  ウ 今後のスケジュール 

    平成３０年度 サービス開始（バス） 

    平成３１年度 サービス開始（ＬＲＴ） 

 

⑵ モビリティ・マネジメント（自動車から公共交通等への利用転換）の検討状況 

  ア モビリティ・マネジメント推進の今後の取組 

    転入者へのバス路線マップの配付や小学生へのバスの乗り方教室などのこれまで

の取組に加え，ＬＲＴ導入及びバス路線再編という交通環境の変化の機会を捉え，

ＬＲＴや再編バス路線沿線地域に対する取組を強化する。 

   ・ ＬＲＴ沿線企業・教育機関に対する公共交通への利用転換を促進する取組 

   ・ 高齢者の公共交通への利用転換に向けた取組 

   ・ ＬＲＴに係る新たな交通ルールの周知啓発に向けた取組 

   ・ 公共交通への愛着を育む取組 

 

  イ 今後のスケジュール     

平成２８年１０月～ ＬＲＴ沿線企業等との意見交換 

平成２９年度～   交通事業者，ＬＲＴ沿線企業等と連携したモビリティ・マ

ネジメントの検討，実施 



「ＱＲ乗車券」について 

 

１ ＱＲ乗車券とは 

ＱＲ乗車券は，紙の乗車券にＱＲコードを印刷したもので，ＱＲコードを読み取ること

により改札を行うもの 

 

⑴ 特徴 

・ ＩＣカードと同様に，乗車券を読取機にタッチするのみで，スムーズな通行が可能 

・ 磁気券改札機で発生していた「乗車券詰まり」，「乗車券の取り忘れ」などがない。 

・ 改札機に搬送部がないことで，磁気券に比べて機器のメンテナンス代が軽減できる。 

・ 乗車券の裏面に磁気加工をしないため，リサイクルがしやすい。 

・ ＩＣカード利用者と同様の行動をとるため，不正利用が分かりやすい。 

 

⑵ 導入事例 

【国内導入事例】改札機による駅収受 

スカイレールサービス（平成２５年１月） 

沖縄モノレール（平成２６年１０月） 

北九州モノレール（平成２７年１０月） 

 

 

図 １ ＱＲ乗車券のイメージ 

 

【国外導入事例】車両内収受 

広州地鉄 
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